
 

   柏原市自動車駐車場条例 

 

 （設置） 

第１条 駅前周辺における駐車環境の改善を図り、もって市民の利便に資する

とともに良好な生活環境を保持するため、自動車駐車場（以下「駐車場」と

いう。）を設置する。 

 （名称、位置及び駐車区分） 

第２条 駐車場の名称、位置及び駐車区分は、次のとおりとする。 

名 称 位 置 駐車区分 

柏原駅東自動車駐車場 柏原市上市４丁目３８８番４２ほか 一時利用 

柏原駅西口自動車駐車場 柏原市上市１丁目１４９番７ほか 一時利用、定期利用 

２ 駐車場に駐車することができる自動車は、道路交通法施行規則（昭和３５

年総理府令第６０号）第２条の表に規定する普通自動車とする。 

 （指定管理者による管理） 

第３条 駐車場の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条

の２第３項の規定により、法人その他の団体であって、市長が指定するもの

（以下「指定管理者」という。）に行わせるものとする。 

 （指定管理者が行う業務の範囲） 

第４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

 (1) 駐車場の利用に関すること。 

 (2) 駐車場の施設及び附属設備の維持管理に関すること。 

 (3) 前２号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める業務 

 （供用時間） 

第５条 駐車場の供用時間は、午前０時から午後１２時までとする。 

 （禁止行為） 

第６条 駐車場においては、次の行為をしてはならない。 

 (1) 他の自動車の駐車を妨げること。 

 (2) 駐車場の施設又は附属設備を汚損し、破損し、又は滅失するおそれがあ

る行為をすること。 



 (3) 前２号に掲げるもののほか、駐車場の管理に支障を及ぼすおそれがあ

る行為をすること。 

 （利用許可） 

第７条 駐車場を利用しようとする者（以下「利用者」という。）は、規則で定

めるところにより、指定管理者の許可を受けなければならない。 

 （許可の制限） 

第８条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、駐車場の利用

を許可しない。 

 (1) 駐車場の構造上自動車を駐車させることができないとき。 

 (2) 駐車場の収容能力を超えるとき。 

 (3) 駐車場の管理上支障があると認めるとき。 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、指定管理者が不適当と認めるとき。 

 （利用許可の取消し等） 

第９条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、第７条の許可

（以下「利用許可」という。）を取り消すことができる。 

 (1) 利用許可を受けた者がこの条例若しくはこの条例に基づく規則の規定

又はこれらに基づく指示に違反したとき。 

 (2) 偽り又は不正な手段により利用許可を受けたとき。 

 (3) 駐車場の管理上支障があるとき。 

２ 前項の規定により利用許可を取り消した場合において、利用許可を受けた

者に損害が生ずることがあっても、市及び指定管理者は、これに対してその

責めを負わないものとする。 

 （利用料金） 

第１０条 駐車場の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、指定管理

者が自らの収入として収受する。 

２ 利用料金の額は、別表に掲げる額の範囲内において指定管理者があらかじ

め市長の承認を得て定める。 

 （利用料金の支払時期） 

第１１条 利用者は、指定管理者が定める支払の時期までに利用料金を支払わ

なければならない。 



 （利用料金の減免） 

第１２条 指定管理者は、次の各号に掲げる者が駐車場を利用するときは、当

該各号に定める利用料金の額を減額し、又は免除することができる。 

 (1) 駐車場の管理業務を行う者であって、当該業務で利用するもの 全額 

 (2) 国又は地方公共団体の職員であって、業務で利用するもの 全額 

 (3) 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定

により身体障害者手帳の交付を受けている者 半額 

 (4) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３

号）第４５条第２項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて

いる者 半額 

 (5) 療育手帳制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号）の規

定により療育手帳の交付を受けている者 半額 

 (6) 第３号、第４号及び前号に該当する者を同乗させている者 半額 

２ 利用料金の減額又は免除を受けようとする者は、規則で定めるところによ

り、指定管理者の承認を得なければならない。 

 （利用料金の還付） 

第１３条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該

当するときは、当該各号に定める利用料金の額を還付することができる。 

 (1) 駐車場の定期利用をする者が、当該定期利用をする月の初日の前日ま

でに、当該定期利用の中止を申し出たとき 全額 

 (2) 駐車場の定期利用をする者が、第１５条第１項の規定により駐車場を

利用することができなくなったとき 既納の利用料金の額を３０日で除し

て得た額に、利用することができなかった日数を乗じて得た額（１０円未

満の端数があるときは、これを切り上げた額とし、既納の利用料金の額を

上限とする。） 

２ 利用料金の還付を受けようとする者は、規則で定めるところにより、指定

管理者の承認を得なければならない。 

 （利用権の譲渡等の禁止） 

第１４条 利用許可を受けた者は、駐車場の利用権を譲渡し、又は駐車場を他

の者に利用させてはならない。 



 （駐車場の休止） 

第１５条 市長又は指定管理者は、駐車場の整備その他管理上必要があると認

めるときは、駐車場の全部又は一部の利用を休止することができる。 

２ 前項の規定により駐車場を休止したときは、指定管理者は利用許可を受け

た者に対して利用の停止を命ずることができる。 

３ 指定管理者が第１項の規定により駐車場の休止をしようとするときは、あ

らかじめ市長の承認を得なければならない。 

 （市の免責） 

第１６条 駐車場における盗難、汚損、接触、衝突その他第三者の行為に起因

して生じた利用者の損害又は不可抗力による損害については、市及び指定管

理者は、その責めを負わないものとする。 

 （原状回復義務等） 

第１７条 利用者は、駐車場の施設又は附属設備を汚損し、破損し、又は滅失

したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しなければならない。 

 （委任） 

第１８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項

は、規則で定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

 （適用区分） 

２ この条例による改正後の柏原市自動車駐車場条例第１０条から第１３条ま

での規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後の利用に係

る利用料金について適用し、同日前の使用に係る使用料については、なお従

前の例による。 

 （準備行為） 

３ この条例による改正後の柏原市自動車駐車場条例の規定に基づく利用の許

可、利用料金の徴収その他駐車場を利用するために必要な準備行為は、施行

日前においても、施行日において当該自動車駐車場の指定管理者であるもの

に行わせることができる。 



 （指定管理者の交代があった場合の措置） 

４ 指定の期間の満了又は指定の取消しによる指定管理者の交代があった場合

は、市長及び前任の指定管理者がこの条例の規定により行った処分、手続そ

の他の行為は、後任の指定管理者が行った処分、手続その他の行為とみなす。 

別表（第１０条関係） 

駐車区分 利用料金 

一時利用 

駐車から３０分まで無料とし、３０分を超えるものについて

は、３０分までごとに１００円とする。ただし、継続して利用

する時間が４時間３０分から２４時間までについては８００

円とし、２４時間を超えるものについては、２４時間までごと

に８００円を加算した額とする。 

定期利用 １２，０００円 

 備考 

 １ 定期利用とは、１月（月の初日から末日まで）を単位とし、１台分の

利用をいう。 

  ２ 定期利用の場合で、月の途中から利用するものについては、１月分の

利用料金を徴収する。 

 

 

 

 

 


